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国際ロータリー･テーマ

夢をかたちに

今年度会長テーマ

第2069回例会 2009.3.26

(あい)に感謝 そして 実践しよう
　　　　　　　　　ロータリーの志魂(こころ)

■司会：
　當間例会運営委員長

れた寛一が高利貸しとなってお宮や世間に復讐し
ようとする筋書きから俗小説のようですが愛とお
金の間で悩む女の気持ちや人生の幸せはなんだと
いった人生論も書かれている小説であると言える
と思います。
本日は、梅岩寺の林方丈さんの多大なるご配慮を
いただきまして、座禅例会を行うことが出来ます
こと、感謝しております。禅とは永平寺の教えで
は1時間仏様の真似をして座禅をすれば1時間の仏
様、1年間行うことが出来れば1年間の仏様、一生
行えば本物の仏様と変わりがない、そして禅を行
うことによって何か効果を期待してはならない。
何を求めなくても、座禅をいているときは様々な
戒が保たれていますし、ただ座るという事に素晴
らしい功徳があり、姿勢を正して呼吸を整え、そ
うすると自然と心が調って清々しい心になります。
心を穏やかにする、これが禅だ、という教えであ
るそうです。
私達は淫欲、食欲、色欲の三界に生きる者として
今日はせめて日頃の行いを振り返って頂けたらと
思いますし、だいたい一度や二度座禅をしただけ
で禅がわかってしまったら、禅僧達の修行は一体
なんだ、と言うことになりますし、判らないから
禅は良いのかもしれません。ただ、私達は毎日毎
日、今日この一日を大切に生き、ひとつひとつの
ことを、きちんと行いましょう。これが仏の教え
だそうです。以上で挨拶といたします。皆さんこんにちは。尾崎

紅茶の金色夜叉は、皆さ
んは熱海の海岸で始まる
歌や20本以上も映画化さ
れているので良くご存知
では有ろうかとは存じま
す。旧制一高生の間寛一
の許婚の嶋沢宮が、富山のからのダイヤモンドに
目がくらみ、乗ってはならぬ玉の輿に乗ってしま
い、怒った寛一は、来年の今月今夜、再来年の今
月今夜、僕の涙で曇らせてみせるの台詞を言った
のは2月17日でありまして、足蹴にされている所
が熱海の海岸に銅像になっています。女に裏切ら

■会長報告 町田会長

■お客様紹介：
　野澤パスト会長

■点鐘：町田会長

◆ゲスト：
　曹洞宗芳林山梅岩寺
　住職 林一義様

■前々回メークアップ：修正後前々会欠席：6名
■前々回出席率メーク：アップ修正後：84.62％

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

41 29 2 10 74.36

■出席報告
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梅岩寺住職 林一義様：
クラブ発展の為に有効にご活用ください。
(卓話のお礼をご寄附下さいました。ありがとう
ございます。)

■ニコニコＢＯＸ

■前々会メークアップ者：
　細渕会員：清瀬ＲＣ
　竹田会員：地区委員会
　北久保会員：所沢西ＲＣ
　熊木会員：所沢西ＲＣ
　金子会員：所沢中央ＲＣ
　目時会員：沖縄分区ＩＭ
　戸澤会員：沖縄分区ＩＭ
　中丸会員：所沢中央ＲＣ
　野村会員：バギオ活動
　當間会員：東大和ＲＣ
　吉川会員：井の頭ＲＣ

■次年度委員会委員長予定者の発表

■座禅例会 ■宜野湾ＲＣ第2000回例会への出席風景

■杦山クラブ奉仕委員長

坐禅は瞑想と同一視される場合があるが、目を閉じ
て何らかの対象を頭の中でイメージする瞑想とは方
向性が異なる。坐禅の目的は心中のイメージに囚わ
れずにあるがままの自分と世界を体感し、無の境地
に至ることである。
日本の曹洞宗開祖である道元は只管打座(しかんたざ)、
すなわちただひたすらに坐ることを重視した。何か
の功徳や利益を得るために坐るのではなく、ただ坐
ることに打ち込むことである。
日本における曹洞宗は道元に始まる。道元は、鎌倉
時代に宋に渡り、天童山で曹洞宗の長翁如浄に師事し、
1226年に帰国した。｢正伝の仏法｣を伝統とし、｢南無
釈迦牟尼仏｣として釈迦を本尊と仰ぎ、｢即心是仏｣の
心をもって、主に坐禅により働きかける。
曹洞宗の坐禅は中国禅の伝統と異なり、｢修証一如｣(無
限の修行こそが成仏である)という道元の主張に基づ
いて｢只管打坐(しかんたざ)｣(ひたすら坐禅すること)
をもっぱらとしている。

■宜野湾ＲＣの皆さまと ■オオゴマダラ蝶に好か
　れた会長

■オオゴマダラ蝶 ■オオゴマダラ蝶

■点鐘：町田会長


